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事業概況総括事業概況総括
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上上期の総括期の総括

下期施策と今後の計画下期施策と今後の計画

事業概況総括（目次）
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今上期今上期+0.71億円+0.71億円

+0.3億円+0.3億円

売上、利益とも期初計画は上回った。

期初計画期初計画

+0.34億円+0.34億円

売上高売上高 経常利益経常利益 中間純利益中間純利益

売上高売上高
(億円）

利益
(億円）

前前上期上期
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上期の総括（セグメント別売上）

システム機器販売を除き、概ね計画
線上で推移。

(億円）
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デバイス開発デバイス開発

情報処理
サービス

情報処理
サービス

システム
機器販売

システム
機器販売

上期の総括（セグメント別粗利益率）

20020044/3/3上期上期

ソフトウエア
開発

ソフトウエア
開発

ソフトは不採算案件処理し回復傾向、
情報処理は新規事業立上げが影響。

20020044/3/3下期下期 20020055/3/3上期上期

売上総利益率
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・2事業の独立強化

・3つの新規事業

・利益体質強化策

・M&Aの推進

上期施策の成果

・エンベデッドテクノロジー事業

・アウトソーシング事業
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２つの注力事業を独立強化

ユビキタス＆ブロードバンド社会

エンベデットテクノロジー（組込み系）事業
は、今期も増収で推移。

アウトソーシング

DVD DVC

エンベデッドテクノロジー

デジタルカメラ

カーエレクトロニクス

携帯電話

デジタルTV
+ +

組込みソフト開発+ハード（LSI）開発+ボード開発＝NSWの強み
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２つの注力事業を独立強化

ユビキタス＆ブロードバンド社会

アウトソーシング事業は、データセンター事業
は堅調なるも、カスタマサービスで減収。

DVD DVC

エンベデッドテクノロジー

デジタルカメラ

カーエレクトロニクス

携帯電話

デジタルTV

アウトソーシング

二極化

郊外型データセンター
都市型データセンター

都市型+郊外型→二極連携したデータセンター＝NSWの強み
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・2事業の独立強化

・3つの新規事業

・利益体質強化策

・M&Aの推進

上期施策の成果

・ICタグ・ソリューション

・LSIターンキー

・ストリーミング・ソリューション
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３つの新規事業
（ICタグ・ソリューション事業）

アミューズメント

・入退場管理
・チケット

ＩＣタグ

お
客
様

物流管理
・在庫管理
・ロケーション管理

・食の安全
・履歴管理

ＩＣタグシステム

SCMSCMSCM
ＣＲＭＣＲＭＣＲＭ

トレーサビリティ

ICカード ICチップ
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３つの新規事業
（LSIターンキー事業）

システムLSI
設計フェーズ

要求仕様

システムLSI
製造フェーズチップで

納品 世界最大手ファウンダリ
TSMC社認定デザイン
パートナー

日本初のARM社認定
PrimeXsys（システム
LSI設計）スペシャリスト

お
客
様
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３つの新規事業
（ストリーミング・ソリューション事業）

ト
ー
タ
ル
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

映像コンテンツ提供

ネットワーク/ハードウエア
機器調達

ＶＯＤ等のシステム構築

データセンター
配信サービス

お
客
様
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・2事業の独立強化

・3つの新規事業

・利益体質強化策

・M&Aの推進

上期施策の成果

・見積審議体制の強化

・全社的「受注ガイドライン」
の明文化

・「Project Management 
Office」設置
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不採算プロジェクトの撲滅、不採算プロジェクトの撲滅、
収益性向上に成果。収益性向上に成果。

・見積審議体制の強化・見積審議体制の強化
・全社的「受注ガイドライン」の明文化・全社的「受注ガイドライン」の明文化
・「・「PProject roject MManagement anagement OOfficeffice」設置」設置

利益体質の強化策実施
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・2事業の独立強化

・3つの新規事業

・利益体質強化策

・M&Aの推進

上期施策の成果
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・リンクマネージ社を子会社化し、企業ECサイト
構築分野でのソリューション事業強化を図る。

M&Aの状況
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上上期の総括期の総括

下期施策と今後の計画下期施策と今後の計画

事業概況総括（目次）
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下期施策と今後の計画

・事業領域の絞り込み＆特化の加速

・事業基盤の強化

・新規事業のさらなる強化、拡大
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事業領域の絞り込み＆特化の加速

エンベデッドエンベデッドテクノロジーテクノロジー事業での事業での
カーエレ分野比率拡大、案件選別カーエレ分野比率拡大、案件選別

ソリューション事業での流通業強化等ソリューション事業での流通業強化等

M&AM&A、アライアンスの加速、アライアンスの加速
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事業基盤の強化

ソフトウエアの国際的ソフトウエアの国際的モデルモデルであるである
CMMICMMIレベルレベル33取得に向け取組み開始取得に向け取組み開始

環境マネジメントの国際規格である環境マネジメントの国際規格である
ISO14001ISO14001のの今期中取得今期中取得をを目指目指すす
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新規事業のさらなる強化、拡大

新規事業で新規事業で1515億円の受注億円の受注目標目標

・・ICICタグ・ソリューション事業タグ・ソリューション事業 66億円億円
・・LSILSIターンキー事業ターンキー事業 44億円億円
・ストリーミング・ソリューション事業・ストリーミング・ソリューション事業 55億円億円

現在これらに次ぐ新規事業の立ち上げ現在これらに次ぐ新規事業の立ち上げ
を推進を推進
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今期の計画
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2004/32004/3期実績期実績

-9.9％-9.9％
+14.3％+14.3％

(億円）

上期は若干計画を上回ったものの、先行き上期は若干計画を上回ったものの、先行き
の不透明感もあり、通期計画は修正せず。の不透明感もあり、通期計画は修正せず。

2005/32005/3期計画期計画

+23.2％+23.2％

売上高売上高 経常利益経常利益 当期利益当期利益

売上高 利益

(億円）
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中期経営目標（単独ベース）
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売上高売上高
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20億円20億円

11億円11億円

利益
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““経常利益率経常利益率 66％、％、ROE 6ROE 6％％””を目指す。を目指す。

M&A、新規事業
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